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文献検索過程の含意モデル

橋　本 寛

1．はじめに

　検索操作の基本的演算として，論理演算の含意を用いる検索モデルを含意

モデルとよぶ〔1〕。含意モデルでは，概念空間なるものを考え，その上での

概念算によって，検索システムに蓄積されている文献および検索の要求を表

現するものであり，要求で指定された概念が，ある文献の概念に包含されて

いるとき，その文献は，要求を満たしているものとして検索される。

　含意モデルの2，3の基本的性質については，すでに報告しているが〔1〕，

文献を表現するものである文献関数に注目することにより，さらに興味深い

性質が得られる。また，本論文では，検索関数と文献関数の対称性について

も考察をおこない，若干の結果を得ている。

　検索要求者の要求する情報が，いくつかの文献に分散しているときには，

文献を合成することが必要となるが，本論文で得られる結果は，この文献合

成の際にも有用である。

　含意モデルにおいて，使用される各概念が排他的であれば，含意モデルは

通常の論理的モデルまたは集合論的モデル〔2，3〕と関係してくる。しかし，

この集合論的モデルでは，概念の間の演算は考えられておらず，一般に考え

られるのは文献の集合に関する演算であって，含意モデルとは基本的に異な

っている。
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2．演算の定義

変数x，gを0，1の2値をとるプール変数とするとき，つぎの論理演算

を定める。

　　　　　　　　　x〈9≡min｛x，9｝

　　　　　　　　　xV〃≡max｛x，〃｝

　　　　　　　　　f≡1－x

　また，各要素が0，1であるブ；一一一ルベクトルX，yを

　　　　　　　　　　x≡〔Xl，　x2，…，　Xn〕’

　　　　　　　　　’y…≡〔9i，　Y2，…，　Yn〕〆

とするとき（’は転置である），つぎの演算を定める。

　　　　　　　　x〈y≡〔Xl〈9i，…，　Xn〈grn〕’

　　　　　　　　x＞y≡…〔Xl＞Yl，…，　Xn＞Yn〕’

　　　　　　　　垣≡〔Xl，　X2，°”，∬n〕’

　　　　　　　　　x’×y≡（Xl〈91）〉…〉（Xn〈gyn）

　　　　　　　　　X’◇y≡（x1　V　YI）〈…〈（Xn＞9n）

　　　　　　　　　x’＊9…≡lxr◇σ　　　　　　　　　　　・

　さらに，ベクトルx，yに対してつぎの関係を定める。

　　　　　　　　x＝y⇔⇒すべてのiに対して．Xi＝μ

　　　　　　　　x≦yぐ＝⇒すべてのiに対してXi≦yi

　なお，これらの演算および関係は行ベクトルに関しても同様に定義される

ものとする。

　含意モデルでは，上で定めた演算◇を基本演算の1つとして使用するので，

その性質をつぎに示す。

　〔性質1〕

　x，y，2をブールベクトルとするとき，以下の関係が成立する。

　（1）　　　x「◇y＝yt◇x
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（12）

（13）

（14）

（15）

（16）

（a）iX’◇（y〈Z）＝（x’◇y）〈（X’◇Z）

（b）　　（認／　〈　！ノノ）◇2＝　（X，◇2・）　〈　（y’◇2）

（a）x’◇（yVx）≧（〆◇y）〉（x’◇z）

（b）　・（x’＞1〆）◇’2・≧　（」じノ＜＞2う　V　（9「ノ◇2r）

（a）IX，◇（y＞Z）＝（〆＞y’）◇z

（b）　　（X’＞　yノ）〈＞2r＝＝　Xノ◇（y＞　2）

（a）X「◇（y＞z）＝y’◇（X＞Z＞

（b）　　（」じ〆＞　9〆）〈＞2＝：　（x’V、2’）◇1ノ

（a）X’◇（垣くy）＝，X，◇y

（b）’　（X’，〈　yノ）◇y－＝＝」’◇∬

（a）X’◇（X＞y）＝Xノ◇y

（b）　、（」診〆　〉　毘〆）◇9「＝　灘’◇乙ノ

（a）（X’〈y！）◇（x〈y）＝（Xノ◇x）〈（y’◇y）

（b）　　（Xノ〉　！〆）◇（X＞　y）　＝　」じ〆◇y

（a）（x’一〈y〆）◇（X＞2）＝X’◇z

（b）（x’＞y’）6（x△2）＝x’◇y

　　（x’，◇9）〈（汐f◇z）＝（（xf◇y）〈（ガ◇2）〈（2’◇∬）

　　（」じノ◇∬）〈（yノ◇i）〈（2イ◇記）＝（記ノ◇y）〈（9〆◇Z）〈（7ノ◇X）

（a）x’◇〃＝〆×y

（b）　　，xt×y＝　Xノ◇y

　　x’◇x；1

（a）xi◇（x＞y）＝1

（b）（〆＞y’）◇y＝1

（a）　x≧y・≒＝⇒x，◇y＝1’

（b）　　X　≦　悪ノ＜≒＝＝ウXノ◇乙ノ　＝1

（a）　x≧y－x’◇x≧yノ◇z

〈b）　　X≧　y＝　：：⇒Zノ◇X≧2r’◇忌1
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　　（17）・（a）　x≧y＝＝⇒iC，◇（y〈7）＝xr◇z

　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　（b）　　y≦　2＝：＝＝＝⇒　（Xノ／＼　y’）＜＞2＝詔’◇z

　　（18）（a）x≧y＝⇒x’◇（y＞z）＝x’◇z

　　　　（b）　　〃≦2r＝＝：＝⇒　（2ヲ’y　yノ）◇2F＝　iじ’◇2

　　（証明）

　　　　　　xニ〔x、，x，，…，　Xn）’

　　　　　　y＝〔Yi，　Z12，…，9nY　、

　　　　　　2＝〔Zl，　Z2，…，　Zn〕’

　とおく。

　　　　　　　　　n　　（1）　xノ◇y＝〈（．Xi＞9ti）

　　　　　　　　i＝1

　　　　　　　　　ゆ　　　　　’　　＝〈（yi＞Xi）　－
　　　　　　　　i－Ll

　　　　　　　＝y’◇x

　　　　　　　　　　　　　n　　（2）（a）　x’◇（y〈2）＝〈（Xi＞（9i〈9i））

　　　　　　　　　　　　　㌦
　　　　　　　　　　　　＝〈（（Xi∀9i）〈（ri＞Zi））
　　　　　　　　　　　　　i＝1
’ 　　　　　一（ゐ（jr・　v　9・））〈（ム（Xi＞9i））

　　　　　　　　　　　　＝（xノ◇y）〈（，xr◇2）

　　　　（b）略

　　（3）　（a）　　xt◇（y＞　2）　＝＝　／＼　（Xi＞　（Z／i＞2ri））

　　　　　　　　　　　　　‘；1

　　　　　　　　　　　　≧／＼（XiVyi）
　　　　　　　　　　　　　げ＝1

　　　　　　　　　　　　＝x’◇y

　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　x’◇（y＞2）＝〈（Xi＞（yi＞9i））
　　　　　　　　　　　　　‘；’

　　　　　　　　　　　　≧〈（．Xi　lv　gi）

　　　　　　　　　　　　　i＝1

　　　　　　　　　　　　＝，tc’◇2

　　　　　　　∴X「◇（yVZ）≧（xf◇y）V（，X，◇2）

　　　　（b）略



　　　　　　　　　　文献検索過程の含意モデル

　　　　　　　　　　n（4）　（a）　x「◇（9＞　2）＝　／＼　（．27i＞　（yi＞　Zi））

　　　　　　　　　　f；1

　　　　　　　　　＝〈（（Xi＞yi）＞Zi）
　　　　　　　　　　i＝1
　　　　　　　　　＝（X’＞yノ）◇2

　　（b）略

　　　　　　　　　　n（5）　（a）　　xr◇（y＞　z）＝　／＼　（．ri＞　（9i　V　gi））

　　　　　　　　　　‘；1

　　　　　　　　　＝〈（yi＞（．XiVZi））
　　　　　　　　　　ゼ＝1

　　　　　　　、　＝yノ◇（xV2）
　　（b）略

（6）．（a）x「◇（x〈〃）＝△（Xi＞（Xi〈〃i））

　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　n
　　　　　　　　　＝〈（（Xi＞Xi）〈（．z　i＞鍛））
　　　　　　　　　　f；1
　　　　　　　　　＝〈（．ri＞9i）
　　　　　　　　　　i＝1、

　　　　　　　　　＝」〆◇汐

　　（b）略

（7）　（a）　x’◇（x＞　9）　＝　／＼　（Xi＞　（．27i　V　gi））

　　　　　　　　　　’；’

　　　　　　　　　＝〈（Xi＞9i）
　　　　　　　　　　i＝1

　　　　　　　　　；x，◇y

　　（b）略

　　　　　　　　　　　　　　n（8）（a）（〆〈y’）◇（x〈y）＝〈（（Xi〈yi）〉（Xi〈yi））

　　　　　　　　　　　　　7
　　　　　　　　　　　　＝〈（Xi〈lyi）
　　　　　　　　　　　　　‘；’・

　　　　　　　　　　　　＝〈（（XiV．ri）〈（9iV齢））
　　　　　　　　　　　　　i＝1
　　　　　　　t，　　　　＝（xノ』◇，ae）〈（y「◇y）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）　　（X「　＞　y’）◇（X＞　y）　＝＝　／＼（（Xll・V　gi）　V　（Xi＞　Zti））

　　　　　　　　　　　　　’；’

　　　　　　　　　　　　＝〈（Xi　V！lt　i）
　　　　　　　　　　　　　i＝1

　　　　　　　　　　　　・＝〆◇〃
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　　　　　　　　　　　　　’　　n・（9）（・）（X’〈〃’）◇（X＞2）．＝△（（」ri〈〃i）V（・・i＞9i））

　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　＝〈（XiV2ri．）
　　　　　　　　　　　　　　i；1

　　　　　　　　　　　　　＝x’◇2

　　　（b）略

（10）

（ll）

●

　（x・◇y）〈（ガ◇2＞＝（△（・・i＞〃i））〈（△（9i＞Zi）），

　　　　　　　　　　n　　．　　　　＝△（（Xi　V　gi）〈．（Zti＞Zi））

　（XiVyi）〈（飴＞9∂

ニ（．Xi〈9i）〉（Xi〈Zi）V（蛮く9i）

＝（JCi〈あ）〉（9i〈2の〉（9i〈銑）

　（XiV．9∂〈（9i＞Zi）〈（9iVXi）

；（（．Ci〈yi）〉（塾〈銑）〉（9i〈：Xi））〈（麟〉銑）

：＝（Xi〈9i〈Zi・）〉（Jt7i〈9i）〉（9i〈Zi）〉（．Xi〈yi〈Zi）

　　　　　　　　　　　　　　　　〉（9i〈Xi）V（急く．Xi）

＝ （Xi〈9i）〉（9i〈Zi）〉（Zi〈Xi）

　n　〈（（XiVgi）〈（yi＞銑））

　7
＝〈（（．Xi＞yi）〈’（蛮＞z∂〈（9i＞Xi））　　　　　　’
　ぽコ　

＝

（ll、（銑v〃・））〈（ム（蛮＞z・））〈（ム（9・　v　Xi））

＝（x・’◇y）〈（y〆◇7）〈（2’◇x）

　（x’◇9）〈（〃’◇のく（〆◇i）

＝
（n〈（．riVgii＝1））〈（ム（〃・〉乙））〈（ム（z・〉云））　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：＝〈（（．Xi＞gyi）〈（yi　V　Zi）〈（緬＞JCi））

　iニユ

　（Xi　V泌）〈（gyi＞島）〈（蔚〉島）

；（（Xi〈9i）〉（Xi〈乙）〉（〃ガ〈島））〈（Zi＞島）

：＝ （．Xi〈ヱ！i〈9i）〉（島く巫く島）　　　・

　　　　＼



　　　　　　　　　　文献検索過程の含章モデル

　　＝：（，ti＞yi）〈（擁＞Zi）〈（；El，　V　ti）

　　　n　　　〈（（jCi＞擁）〈（9i＞薪）〈（Zi　V島））
　　　ガ；1

　　＝〈（（．ri＞9i）〈（蛮＞Zi）へ（2i＞．Xi））
　　　i＝1

　　＝（歪’◇y）〈（」’◇2）〈（2’◇x）

　　　　　　　　n（12）（・）x’◇y＝〈（Xi＞yi）
　　　　　　　　’；1

　　　　　　　；〉てav：gi7；Y
　　　　　　　　’；1

　　　　　　　＝〉（島く垂）
　　　　　　　　i＝1

　　　　　　　　－ノ　　　－　　　　　　　＝x×y

　　　　　　　　n　　（b）　　X，×y　：＝　〉　（Xi／＼　gri）

　　　　　　　　i＝1

　　　　　　　　n　　　　　　　＝〈（．Xi〈yi）
　　　　　　　　’；1

　　　　tt　・　＝〈（ゑVあ）
　　　　　　　　i＝1　　　　　　　　　”・＋

　　　　　　　＝ζガ◇∬

（13）　　　」ピ◇垣＝〈（XiV島）
　　　　　　　　f＝1　　　　　　　ノ

　　　　　　　＝1

　　　　　　　　　　　n　　　　　，（14）　　（a）　　zrt◇（x”＞　y）　＝　〈　（．x．i　＞　（露∫　〉』yi））

　　　　　　　　　　　i＝1

　　　　　　　　　＝1

　　（b）略

（15）　　（a）　　　　　　　　Xi　≧　yi

　　　　　　島≦蛮

　　　　JCi＞露ゼ≦∬i＞〃ガ

　　　　　　Xi＞蛮＝1
　　　xノ◇y－＝〈（．Xi＞擁）

　　　　　　f＝1　、

　　　　　　r1
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　逆に　x’◇匪7＝1であれば

　　　　　n　　　　〈（Xi＞擁）：＝1
　　　　ε＝1
　　　　　Xi＞釦＝1

　　　　　Xi≧9ti

　　　　　x≧y

　　　（b）略

　（16）　　（a）　　　　　　　　　　　　Xi　≧　9i

　　　　　　　∬i＞9i≧9i＞9i

　　　　　n　　　　　　　　　　　　　n
　　　　　〈（．XiVZi）≧〈（蹟＞Zi）
　　　　　ご＝l　　　　　　　　　　i＝1　　　、

　　　　　　　x「◇2≧y’◇2

　　　（b）略

　（17）（a）　　　jri≧9i

　　　　．17i＞函≧9iV泌

　　　　　．XiV擁＝1

　　　　　　　　　　n　　　x「◇（」〈z）＝〈（．ri＞（翫く9i））’
　　　　　　　　　　‘；’

　　　　　　　　　；〈（（Xi＞ti・）〈（．XiVgi））
　　　　　　　　　　’；1

　　　　　　　　　＝〈（．27i＞銑）
　　　　　　　　　　i＝1
　　　　　　　　　＝x’◇2

　　　（b）略

　　　　　　　　　　　n　（18）（a）x’◇（yVz）＝〈（XiV（9iVgi））
　　　　　　　　　　　ご；1

　　、　　　　　　　＝〈（Xi＞Zi）
　　　　「　　　　　　　　　　　i＝1

　　　　　　　　　　＝x’◇2・

　　（b）略

鮭
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3．含意モデルの構成

　文献の記述および検索要求の表現のために使用できる概念を

　　　　　　　　　　K，　，K2，…，　Km

とする。また，これらの概念間の包含関係を表現する0，1の行列すなわち表

示行列を（n×m）行列Tで示す〔1，4〕。この行列Tおよび概念K，に対し，

TK、で行列Tのゴ番目の列ベクトルを示す。概念K，，　K，，…，　Kmおよび演

算子∩，U，　Cを用いて構成される表示関数e（K，，　K，，…，　Km；∩，　U，C）

に対して　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　Te＝e（TK，，　TK，，…，　TKm；〈，　v，　）

と定義する。またTeの転置をeT’で示す：

　　　　　　　　　　　eT’＝（Te）ノ　　　　／

表示関tw　eは，文献のもつ情報を記述するために用いられるときは，原則と

してeのかわりにdで示され，文献関数とよばれる。

　含意モデルにおける文献関数dと表示関数eとの関連は次式で与えられる。

　　　　　〔d，T〕e＝dT’＊Te＝dT’◇TeC＝dT’◇了疹

検索要求を表現する検索関数Qは，表示関数eiおよび演算子〈，〉，一を用／

いて構成される。この検索関数Q（el，　e2，…，　ek）に対して，これと文献dと

の関連〔d，T〕Qを

　　　　〔d，T〕Q＝Q（〔d，　T〕e・，〔d，　T〕e2，…，〔d，　T〕ek）

によって定義する。この〔d，T〕Qは0，1の値をとるが，その値が1のとき

は，要求Qが文献dによって満たされていると考え，0のときは，満足され

ていないと考える。
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4．含意モデルの性質

含意モデルの基本的性質を以下に列挙する。多くのものは自明であるので，主

要なものに関し証明を与える。原則として，表示関数をeで，文献関数をd

で，検索関数をQで，概念空間をTで示す。

　　4．1　検索関数としての表示関数について

　　一部の例外を除き，検索関数が表示関数である場合，すなわち検索関数が

　論理演算子〈，〉，　を含まない場合について議論する。大部分は概念算の性

　質であるので，結局は集合算の性質である。

　　〔性質2〕

　　（1）（a）〔d，T〕（el∩e、）＝〔d，　T〕（e，∩e1）

　　　　（b）〔d，T〕（elUe2）＝〔d，T〕（e2Uel）

　　〈2）（a）〔d，T〕〈a∩（e、∩e、））＝〔d，　T〕（（el∩e，）∩e，）

　　　　（b）〔d，T〕（elU（e2Ue3））＝〔d，T〕（（elUe2）Ue3）

　　（3）（a）　〔d，T〕（el∩（e2Ue3））＝〔d，　T〕（（el∩e2）U（el∩e3））

T 　　　（b）〔d，T〕（el、U（e2∩e3））＝〔d，T〕（（elUe2）∩（elUe3））

　　（4）（a）〔d，T］（e1∩（e1Ue2））＝〔d，T〕el

　　　　（b）〔d，T〕（el　U（el∩e2））＝〔d，　T〕　ei

　　〈5）　（a）　　〔d，　1【〕（θ1　∩　（31）　＝　〔d，　7〔〕el

　　　　（b）　　〔d，　1【〕（θl　U　el）　＝　〔d，　コ【〕el

　　（6）（a）　〔d，T〕（el∩e2）c＝〔d，　T〕（efUε8）

　　　　（b）　　〔d，　1【〕（el　U　22）cニ　〔d，　1【〕（6f∩　θ8）

　　（7）　（a）　　〔d，　7【〕（el∩　（e2　∩　（2窪））　＝　〔d，　T〕（θ2∩　eS）

　　　　（b）　　〔d，　7【〕（el　U　（e2　∩　ε8））　＝　〔d，　1【〕θl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

　　（8）（a）〔d，7「〕（el∩（e2　U　eS））＝〔d，　T〕el

　　　　〈b）　〔d，T〕（elU（e2U68））＝〔d，　T〕（e2U誘）

　　（9）　　　　　〔d，　T〕（ef）c　＝　〔d，　T〕el
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（IO）

（11）（a）

　　（b）

（証明）

（1）（a）

〔d，T〕（el∩ef）＝1

〔d，T〕（el∩e2）≧〔d，　T〕el

〔d，T〕（elUe2）≦〔d，　T〕Le　1

　　　　〔d，T〕（el’∩e、）－dT’＊T（el∩e、）

　　　　T（el∩e2）；T（ei（K，，　K2，…，　Km；∩，　U，C）

　　　　　　　　　　　　∩e2（K，，　K2，…，　Km；∩，　U，C））

　　　　　　　　　　　＝el（TK，，　TK，，…，　TKm；〈，〉，一）

　　　　　　　　　　　　〈e・（TK1，　Tκ・，・∵，　TK・；〈，〉，一〉

　　　　　　　　　　　＝7「el（K、，　K，，…，　Km；∩，　U，C）

　　　　　　　　　　　　〈Te、（K、，　K、，…，　Km；∩，　U，e）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　＝7’el〈Te2

　　　　　　　　　　　＝7’e2〈Tel

　　　　　　　　　　　＝T（e、∩e、）

　　　　dT’＊T（el∩e2）＝ゴTノ＊T（e2∩el）

　　　　　　　　　　　　　　ご〔d，T〕（e、∩e・）

　　（b）〔d，T〕（elUe2）　＝dT’＊T（（21Ue2）

　　　　　　　　　　　　　　＝dTノ＊（Tei＞Te2）

　　　　　　　　　　　　　　＝dTt＊（Tθ2　V、　Tei）

　　　　　　　　　　　　　　　二d7「’＊T（e2Uel）

　　　　　　　　　　　　　　　＝＝〔d，T〕（e、Uel）

（2）～　（5）　田各

（6）（・）〔d，T〕（el∩e、）・＝dT’＊T（el∩e・）c

　　　　　　　　　　　　　　＝dT’＊（Te　1〈Te2）

　　　　　　　　　　　　　　＝dT’＊（Tθi＞Te2）

　　　　　　　　　　　　　　＝dT’＊（TefVTε8）

　　　　　　　　　　　　　　＝dTt＊T（efue8）

　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕〈efuθ8）



一
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　　（b）〔d，T〕（e1Ue2）c＝dT’＊TeiVTe2）

　　　　　　　　　　　　　＝dTt＊〈Tθf〈TeS）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y
　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕（ef∩θ8）

（7）　（a）　　〔d，　T〕（el　∩　（θ2　∩　e彦））　＝：　dTt＊T（el　∩　（e2　∩　θ9））

　　　　　　　　　　　　　　　　＝dT’＊（Te、〈（Te，〈Te、））

　　　　　　　　　　　　　　　　＝dTt＊（Te2〈Tθ2）

　　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕（e2∩e窪）

（注）Te2〈Te2すなわちT（e2∩e8）はゼロベクトルである。

　．（b）　　〔d　　T〕（θlU　（θ2　∩　θ窪））　＝　dl【’＊T（θ1　∪　（22　∩　θ窪））

　　　　　　　　　　　　　　　　＝dTt＊（Te、＞T（e2∩召8））

　　　　　　　　　　　　　　　　＝dT’＊Tei

　　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，　’T〕ei

（8）　～　（9）　略

（10） 〔d，T〕（・e1∩ef）＝dT’＊T（el∩ef）

Td＝〔x、，　x，，

Te、＝〔gyl，9，，

　＝dT’＊（Te1〈Tθ1）、

…
，Xn〕’

…
，9n〕’

とおく。

　　　　　Tei〈7「e、＝〔〃1〈〃、，　y、〈0、，…，　y。〈0。〕’

　　　　　　　　　　　＝〔0，0，…，0〕’

　　　　、　　dT’＊（Te1〈Tei）＝dT’◇（Tei〈Tei）　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝dT’◇〔1，1，…，1］’

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝（Xl＞1）〈（x2　V　1）〈…〈（xn　V　1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝1

（11）（a）〔d，T〕（e1∩e2）＝dT’＊（Tei〈Te2）

　　　　　　　　　　　　＝dTt◇（Tθi〈Te2）

　　　　　　　　　　　　＝dT’◇（Tei＞Te、）　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　≧（dT’◇Tei）V（dT’◇Te2）〔性質1（3）〕



文献検索過程の含意モデル （127）－127一

　　　　　　　　　　　　　　　≧（dT’◇Te、）　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　＝dT’＊Tei

　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕el

〈b＞　　〔d，　1【〕（el　U　e2）　＝：　dT’＊（Tθi＞　7【e2）

　　　　　　　　　　　　　　　＝dT’◇（Te1＞Te2）

　　　　　　　　　　　　　　　＝dT’◇（Te、〈Te2）

　　　　　　　　　　　　　　　＝（dTt◇Te、）〈（dT’◇Te2）〔性質1（2）〕

　　　　　　　　　　　　　　　≦dT’◇Te・

　　　　　　　　　　　　　　　＝dT’◇Tef

　　　　　　　　　　　　　　　ニ〔d，7’〕e、

〔性質3｝

（1＞（a）

　　　（b）

C2）（a）

　　　（b）

（証明）

（1）（a）

〔d，T〕（e、∩e，）≧〔d，　T〕（（el∩e・）U（e・∩・9））

〔d，・T〕（（・1U・、）∩（・・U　・ε））≧〔d，T〕（e・　Ue・）

’［d，T〕（e、∩e、）≧〔d，T〕（（e・　U・．e・）∩・（e・Ue・））

〔d，T〕（（e、∩e，）V（・・∩．e・））≧〔d，T〕（e・Ue・）

　　　　　　〔d，T〕（en∩θ・）

　　　　．＝〔d，T〕（（e！∩e，）∩（θ・u　eε））

　　　　ニ〔d，T〕（（el∩θ2∩θ3）U（el∩θ2∩、　e9））

　　〔d，T〕（（e！∩θ3）U（θ・∩θ窪））

＝dT’＊T（（el∩e、）U（θ、∩e9＞）

≒dT’＊（T（e・∩e・）’＞T（e・∩eε））

＝＝　dT’＊（（T（。、∩。，）〈T（e、　U・S））〉（T（・・U・f）〈T（・・∩・9）））

－dT’＊（τ（（θ、∩θ3）∩（e・U・ξ））『＞T（（e・U．・f）∩（e・∩・9）））．

＝dT’＊（T（（e、、∩e2∩e3）U（・、∩・S、∩・・））＞T（（a∩・・∩・9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u（θmθ、∩e9）））

＝
〔d，T〕（（（e、∩－e，∩e，）U（・・∩e・∩e9））U（（e・∩e9∩e・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U（ef∩e2∩e窪）））
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　　性質2（11）によって

　　　　〔d，T〕（（e・∩e・∩e・）U（e・∩e・∩e8））

　　　　　≧〔d，T〕（（（el∩e2　h　e3）U（el∩e2∩eg））U、（（el∩28∩e3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U（ef∩e2∩2ぎ）））

　　したがって．　　』　　　　　　　　　　　　　　　　』　／

・
　〔d，・．T〕（・・∩・・）≧〔d・T〕（（e・∩・・IU（e・∩eε））

　　　　（b）　　〔d，　T｝（（（？1U　e3＞∩　（θ2　U　eぎ））

　　　　　＝dTt＊T（（el∩e2）U（el∩e8）U（e2∩e3））

　　　　　＝dT’＊（T（el∩e2）＞T（α∩e8）VT（e2∩e，））

’　＝dT’＊T（（el∩』e、∩eε）U（e1∩θ，∩e、）U（2、∩eε∩eε）

　　　　　　　　　　U（el∩e2∩θ8）∪（ef∩e2∩e3）U（el∩e2∩e3））

　　　　　＝’〔d，7〕（（e、∩召2∩e9）U（ef　Ae、∩θ、）U（e1∩e、∩e9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∪（el∩e2∩e3））

　　　　　　　〔d，T〕（elUe2）

　　　　　　　　　　／

　　　　　＝dTt＊T（（el∩（e2Ue8）∩（e3Ueξ））∪（（elUe望）∩・e2
　　　’
　　　　　　　　　∩（e3Ueξ）））　　『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　＝〔d，T〕（（el∩e・∩・3）U（el∩e、∩・ξ）り（・1∩・£’∩’・，）

　　　　　　　　　U（el∩θ8∩θε）U（ef∩e2∩e3）U（ef∩e2∩e8））

　　性質2〈11）によって

　　　　　〔d，T〕（（elUe、）∩’（e，Uε9））≧〔d，T〕（e、　Ue、）

　　　（2）（・）〔d，T〕（（e、　Ue、）∩’（e、Ue、））

　　　　　　　　＝〔d，T〕（（el∩e2）U（el∩e4）∪（e2∩e3）U（e3∩e4））

　　性質2（11）によって’

　　　　　　　　　　〔d，7〕（el∩‘e，）≧〔d，T〕（（e、Ue，）∩（e，Ue、））

　　　　　　（b）　’〔d，T〕（e1Ue2）

　　　　　　　　＝dTt＊（T61VTε2）

　　　　　　　　＝dT’＊（T（e1∩（e，　Uεε））＞T（¢、∩（e、　U　6£）））

　　　　　　　　＝〔4，T〕（（el∩e3）U（el∩（38）∪（e2∩e4）∪（e2∩θ£））
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性質2（11）によって

　　　　　〔d，T〕（（e1∩e3）U（e2∩e4））≧〔d，T〕（elUe2）

一 ＿＿＿＿＿＿＿一＿－t

上記の性質3は，検索関数としての表示関数に関する，ほとんど自明な包

含関係と，それに対する検索結果における大小関係との対応を示すものであ

る。この性質3は，つぎの性質4（2）を用いれば，さらに簡単に証明できる。

　〔性質4〕

（1）Tei＝Te，⇒〔d，　T〕e1＝〔d，　T〕e・

　（2）　Tel≧Te2⇒〔d，　T〕ei≦〔d，　T〕e2

　（3）　　Te　1≧　Te　2　⇒　〔d，　T〕乙i　≧〔d，　T〕2，

　（証明）

　（1）〔d，T〕el＝dT’＊Tei

　　　　　　　　＝dTt＊T62

　　　　　　　　＝〔d，T〕e，

　（2）〔d，T〕el＝dT’◇Tei

　　　〔d，T〕e、＝dT’◇Te・

Te、≧Te2であるから

　　　　　　　　　　　　　Tei≦Te2

性質1㈲によって

　　　　　　　　　　dT’◇Teユ≦dT’◇Te2

　　　　　　　　　　　〔d，T〕θ、≦〔d，T〕e，

　（3）〔d，T〕2、＝〔d，　T〕e1＝1－〔d，　T〕e・

　　　　　　　　　　　　　　　　　rl　T〕一ハ



一
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．性質4は・一般の表示関数の包含関係と・それを検索関数とする場合の・

検索結果における大小関係との対応を示すものである。②で示されているよ’

うに，広い概念で検索すれば，それを含む文献は少なくなり，狭い概念で検

索すれば，それを含む文献は多くなる。

　〔性質5〕

（1）Te　i≧Te、⇒〔d，　T〕（e、∩e、）＝〔d，　T〕e，

（2）．Tei≧Te、⇒〔d，　T〕（θ1　Uθ，）＝〔d，　T〕el

（3）　　Te　1≧　Tθ2　⇒　〔d，　T｝e望≧〔d，　T〕θ9

（4）Te、≧Te、，　Te3≧Tθ、⇒

　　（a）〔d，T〕（α∩・e、）≦〔d，T〕（e、∩e、）

　　（b）〔d，T〕（elUe3）≦〔d，T〕（e2Ue4）

　（証明）

　（1）〔d，T）（el∩ei）＝dT’＊（Tei〈Te2）

　　　　　〔d，T〕e2＝dT’＊Te2

ここで

　　　　　　Tei・＝〔91，92，…，’9n〕’

　　　　　　Te，＝〔Zl，　z、，…，　Zn〕’

とおけば，Tei≧Te2であるから

　　　　9i≧9i　　（i＝　1，　2，　3，　…　，　n）

　　　　　　9i〈9i＝9i

　　　Tei〈Te2＝〔9、〈Z、，…，9n〈Zn〕’

　　　　　　　　　＝〔z1，　z2，…，Zn〕’

　　　　　　　　　＝Te2

したがって

　　　　　dT’＊（Tei〈Te2）＝dT’＊Te2

　　　　　∴〔d，T〕（el∩e2）＝〔d，　T〕e2

　（2）（1）と同様である。
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　（3）　　〔d，　T〕ef　＝　dT’＊Tef

　　　〔d，T〕θ8＝dTt＊Te8

ここでTe　i≧Te2であるから

　　　　　　　　Tei≦Te2

　　　　　　　　Tef≦Tθ8’

性質4（2）によって

　　　　　　〔d，T〕ef≧〔d，　T〕eS

　（4）（a）　Te　i≧Te2，　Te3≧Te4によって

　　　　　　Te、〈Te3≧Te2〈Te4

　　　　　　T（e、∩e，）≧T（e、∩e・）

したがって性質4（2）によって

　　　　　　　　　〔d，T〕（e、∩e，）≦〔d，T〕（e・∩e・）

　　　（b）　Te　i≧Te’2，　Te3≧Te4によって

　　　　　　　　　　Te、＞Te3≧Te2　V　Te4

　　　　　　　　　　T（elUe3）≧T（e2．Ue4）

したがっで1生質4（2）によって

　　　　　　　　　〔d，T〕（elUe3）≦〔d，T〕（e2Ue4）

（131）－131一

　性質5（1）（2）は，表示関数の間に一定の包含関係があれば，表面上ことなる

検索関数に対して，検索結果がつねに同一になることを示している。（3）（4）は

表示関数の包含関係と結果の大小関係との対応を示す。

　4．2　検索関数について

　論理演算子〈，〉，『を含む一般の検索関数において成立する性質について

述べる。文献4と検索関数Qとの関連〔d，T〕Qは0，1の値をとるので，ブ

ー
ル代数の公式に対応する関係式が成立する。

　〔性質6〕

（1）（・）〔d，T〕（Q、〈Q，）＝〔d，T〕（Q、〈Q、）



一
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　　（b）　　〔d，　7「〕（（～1V　（）2）　＝　〔d，　T〕（（｝2＞　（？1）

（2）（a）〔d，T〕（Q1＜＜Q，〈Q，））…〔d，　T〕（（Ql〈Q，）〈Q，）

　　（b）〔d，T〕（Q、V（Q、＞Q、））＝〔d，T〕（（Q，VQ・）＞Q・）

（3）・（a）　　〔d，　1【〕（Q1〈（Q2＞　Q3））　：＝　〔d，　T〕（（Q，／＼　Q，）　V（Q，／＼　Q，））

　　（b）幽〔d，T〕（QIV（Q、〈Q、））＝〔d，T〕（（Q、＞Q・）〈（Q，VQ・））

（4＞　（a）　　〔d，　T〕（Q，ノ＼（Q，＞　Q2））　：＝　〔d，　T〕Q，

　　（b）　　〔d，　T〕（QIV　（Q1　／＼　Q，））　＝　〔d，　T〕Q，

（5）　　（a）　　〔d，　T〕（Q，〈　Q，）　＝：〔d，　1【〕Q，

　、（b）〔d，T〕（Q、VQ、）；〔d，T〕Q・

（6）　（a）　　〔d，　T〕（Q，〈　Q，）＝　〔d，　T〕（Q，V　Q，）

　　（b）〔d，T〕（Q，・VQ・）＝〔d，T〕（Q・〈Q・）

（7）（・）〔d，T〕（Q、〈（Q、〈Q，））＝〔d，T〕（Q・〈Q・）

　　（b）〔d，T〕（Q・〉（Q・〈Q・））＝〔d，T〕Q，

（8）（・）〔d，T〕（Q、〈（Q、〉σ、））＝〔d，T〕Q・

　　（b）〔d，T〕（QIV（Q、Vσ、））＝〔d，　T〕（Q・＞Q・）

（9）　　　　　〔d，　1【〕Q1＝　〔d，　T〕（21

（10）（a）〔d，T〕（Q、〈Q、）＝0

　　（b）　　〔d，　7、〕（Ql＞　Q1）　＝　1

（11）（a）〔d，T〕（Q，〈Q2）≦〔d，　T〕Q，

　　（b）　　〔d，　T〕（Qi＞　Q2）　≧　〔d，　T〕（）1

　（証明）

（1）（・）Q，＝Q、（el1，　e12，…，elh（、））

　　　　Q、＝Q、（e21，e22，…，e、k（、））

とおく。

　〔d，T〕（Q・〈．Q・）＝Q，（〔d，　T〕eli，〔d，　T〕e・2，…，〔d，　T〕・・h…）

　　　　　　　　　＞Q、（〔d，T〕e21，〔d，T〕　e22，…，〔d，T｝e…（・））

　　　　　　　　＝〔d，T〕Q，〉〔d，　T〕Q，

　　　　　　　　＝〔d，7〕Q，V〔d，T〕Q、
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　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕（Q，VQ，）

　　（b）（a）と同様。

（2）～（5）略

（6）　（a）　　〔d，　T〕（Q，／＼　（22）＝　〔d，　T〕Q，／＼〔d，　T〕Q，

　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕Q，〉〔d，　T〕Q，

　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕Ql＞〔d，　T〕Q2

　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕（Q、yQ、）

　　（b）（a）と同様。

（7）～　（9）　田各

（10）（・）〔d，T〕（Q，〈Q，）＝〔d，T〕Q、〈〔d，T〕Q、

　　　　　　　　　　　　　　＝0

　　（b）　　〔d，　T〕（Q1＞　ζΣ1）　＝　〔d，　T〕（～1　V　〔d，　T〕Q1

　　　　　　　　　　　　’　　＝1

（11）（a）〔d，T〕（Q、〈Q、）＝〔d，T〕Q1〈〔d，T〕Q、　t

　　　　　　　　　　　　　　≦〔d，T〕Q，　・・

　　（b）〔d，T〕（Q、＞Q，）＝〔d，T〕Q，〉〔d，T〕Q、

　　　　　　　　　　　　　　≧〔d，T〕Q、

〔性質7〕

（1）〔d，T〕Q・≧i〔d，　T〕Q・⇔〔d，　T］（Q・〈Q2）＝〔d，　T〕Q・

（2）　〔d，T〕Q1≧〔d，　T〕Q，⇔〔d，　T〕（Q，＞Q，）＝〔d，　T〕Q，

（3）　〔d，T〕Q1≧〔d，　T〕Q2⇔〔d，　T〕Q，≦〔d，　T〕Q，

（4）　　〔d，　T〕Q，≧〔d，　T〕Q，，　〔d，　T〕Q，≧〔d，　T〕Q4　⇒

　　（a）〔d，T〕（Q1〈Q，）≧〔d，T〕（Q，〈Q、）

　　（b）　　〔d，　T〕（Q，　V　Q，）　≧　〔d，　T｝（Q，　V　Q，）

（証明）

（1）〔d，T〕Q，≧〔d，　T〕Q，のとき

　　　　　　〔d，T〕Q，〈〔d，7「〕Q，＝〔d，T〕Q、

　　　　　　　　〔d，T〕（Q、〈Q、）＝〔d，T〕Q，

（133）－133一



ノ
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逆に〔d，T〕（Q1〈Q，）＝〔d，　T〕Q2のとき

　　　　　　　　〔d，T〕Q、〈｛d，　T｝Qi＝〔d，　T〕Q、

もし〔d，T〕Q1＜〔d，　T〕Q2とすれば

、　　　〔d，T〕Q、〈〔d，T〕Q、＝＝〔d，T〕Q、

となり，矛盾する。したがって

　　　　　　　　　　〔d，T〕Q，≧〔d，　T〕Q2

（2）

（3）

略

〔d，T〕Q・≧〔d，　T］Q2のとき

　　　　　　〔d，T〕Q，≦〔d，　T〕Q2

　　　　　　〔d，T〕Q1≦〔d，　T〕Q2

（

　逆に〔d，7’｝σユ≦〔d，T〕σ2のとき

　　　　　　　　　　　　〔d，T〕Q，≦〔d，　T〕Q，

　　　　　　　　　　　1－〔d，T〕Q，≦1－〔d，　T〕Q2

　　　　　　　　　　　　〔d，T〕Q1≧〔d，　T〕Q2

　（4）〔d，T〕（Q1≧〔d，　T〕Q，，〔d，　T〕Q，≧〔d，　T〕Q，によって

　　　　　〔d，T〕Q，〈〔d，T〕Q，≧〔d，T〕Q、〈〔d，T〕Q、

　　　　　〔d，T〕Q、〉〔d，7’〕Q、≧〔d，T〕Q，〉〔d，T］Q、

したがって’

　　　　　　〔d，T〕（Q、〈Q、）≧〔d，T〕（Q，〈Q、）

　　　　　　〔d，T｝（Q・VQ・）≧〔d，T〕（Q・VQ、）’

　文献dと検索関数Qとの関連〔d，T〕Qは，すでに述べたように，0，1の

2値をとるので，性質7はプール代数における大小関係に関する不等式また

は等式そのものである。（4）の逆はいえない。たとえば，〔d，T〕Q，＝0，

〔d，T〕Q，＝1，｛d，　T〕Q，＝1，〔d，　T〕Q，＝0の場合を考えればよい。

　〔性質8〕

（1）（a）〔d，T］（e1∩e，）≧〔d，T〕（e、＞e、）

　　　（b）〔d，T〕（e、∩e、∩e，）≧〔d，T〕（θ1Ve、Ve、）
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（2）（a）　〔d，T〕（elUe2）＝〔d，　T〕（el〈e2）

　　（b）〔4．T〕（elUe2Ue3）＝〔d，T）（e1〈e2〈e3）

（証明）

（1）（・）〔d，T）（el∩e、〉

　　　　＝　dT，◇（Tθi〈Te2）

　　　　＝dTノ◇（TeiVTθ2）

　　　　≧（dTt◇Tei）〉（dT’◇了疹2）〔性質1（3）〕

　　　　＝（dT’◇Tef）V（dT’◇TeS）

　　　　＝〔d，T〕elV〔d，　T〕e2

　　　　＝〔d，T）（e、＞e，）

　　（b）〔d，T〕（el∩e，∩e，）＝〔d，　T〕（（e1∩e、）∩θ、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　≧〔d，T〕（（θ1∩e2）＞e3）F

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T）（e、∩e，）V〔d，T〕e、

　　　　　　　　　　　　　　　　　≧〔d，T〕（el＞e2）〉〔d，　T］e3

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕（el＞e2Ve3）

（2）（a）〔d，T〕（e1Ue、）

　　　＝dTt＊T（elue、）

　　　＝dT’◇T（elUe2）c　、

　　　＝dT’◇TelVTθ2

　　　＝dT，◇（Tel〈Te2）

　　　＝（4Tノ◇Tei）〈（dT’◇π・）〔性質1（2）〕

　　　　＝（dT’◇Tθf）〈（dT「◇Te9）

　　　＝（dT’＊Te，）〈（dT’＊Te，）

　　　＝〔d，7「〕e、〈〔d，T〕θ、＝〔d，7’〕（el〈θ、）

　　（b）〔d，T｝（elUe2Ue3）＝〔d，T〕（（elUe2）Ue3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕（（e、Ue，）〈e，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕（e1Uθ、）〈〔d，T〕θ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕（el〈e2）〈〔d，　T〕e3



一
136－（136） 第26巻　第1・2号

＝
〔d，T〕（θ、〈θ、〈e・）

　上記の性質8（1）（a）は，概念e、またはe2を含む文献は必ず複合概念el∩

e、を含んでいることを示している。また（2）（a）ほ概念e1を含みかつe2を含む

文献は，必ず複合概念e、Ue2を含んでいること，また逆にe、Ue2を含む

文献は必ずe、およびe2を含んでいることを示している。

4．3　文献関数について

　文献関数は表示関数であるから，検索関数としての表示関数に関して成立

した性質と対応する性質が，文献関数としての表示関数に関しても成立す

る。また，両者の表示関数の間には一定の対称的関係が存在し，それらの間

の変換が可能である。

　まず，文献関数diを演算子∩，　U，　cを用いて結合する場合の基本的性質

を示す。これらは文献を合成する場合に必要となる性質である。

〔性質9〕

（1）（・）〔d、∩d、，T〕Q＝＝〔d、∩dl，　T〕Q

　　（b）〔d，Ud2，T〕Q＝〔d，Ud，，T〕Q

（2）（・）〔d、∩（d、∩d、），T〕Q＝〔（d・∩d・）∩d・，T〕Q

　　（b）〔d，　U（d、り4，），T〕Q＝〔（d，　Ud・）Ud・，T〕Q

（3）（a）〔d、∩（4，Ud，），T〕Q＝〔（d・∩d2）U（d1∩d，），T〕Q

　　lb）〔d、U（d、∩d、），T〕Q＝〔（d・Ud・）∩（d，　Ud・），T〕Q

（4）（・）〔d，∩（d、Ud、），T〕Q＝〔d・，T｝Q

　　（b）〔d，　U（d，∩d、），T〕Q＝〔d・，T〕Q

（5）　　（a）　　〔d1　∩　dl，　1【〕Q＝：　〔d，，　T〕（～

　　（b）〔d、U41，T〕Q＝〔4・，T〕Q

（6）　（a）　　〔（d1∩　d2）f　T〕Q＝〔4fU　4ξ，T〕（～

　　（b）〔（d、Ud、）fT〕Q＝〔4f∩48，T〕Q
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（7）（a）

　　　（b）

（8）（a）

　　　（b）

（9）

（10）

（ll）（a）

　　　（b）

（証明）

（1）（a）

とおく。

〔d，∩（d2∩4ξ），　T〕Q＝〔d2∩4ξ，　T〕Q

〔dlU（d、∩4ξ），　T〕Q＝〔d，，　T〕Q

〔dl∩（d2∪4ξ），　T〕Q＝〔dl，　T〕Q

〔d，U（d2　U　4ξ），　T〕Q＝〔d，　U　4ξ，　T〕Q

〔（4f）fT〕Q＝〔d，，T〕Q

〔dlU4f，　T〕e＝1

〔d，∩d，，T〕e≦〔d・，　T〕e

〔d、Ud、，T〕e≧〔d、，T｝e

Q＝Q（e、，e，，…，　ek）

　　　　〔d、∩d，，T〕Q＝Q（〔dl∩d，，　T〕e・，…，〔d・∩d2，　T〕eh）

　　　　〔d，　hd、，　T〕ei＝（d、∩d、）T’＊Tei

　　　　　　　　　　　　＝（d，　T’〈d2　T’）＊Tei

　　　　　　　　　　　　＝（d2　T「〈d，　Tt）＊Tei

　　　　　　　　　　　　＝（d，∩d，）T’＊Tei

　　　　　　　　　　　　＝〔d2∩d，，　T〕ei　（i＝1，2，…，ん）

したがって

　　　　〔d、∩d、，T〕Q－Q（〔d、∩d・，T〕e・，…，〔d・∩d，，T〕e・）

　　　　　　　　　　　　＝〔d、∩’d、，T〕Q（el，　e・，…，ek）

　　　　　　　　　’　　　＝〔d，∩d，，T〕Q

　　　（b）（a）と同様である。

　（2）～　（9）　田各

　（1①　〔d1∪4f，　T〕e＝（dl　U　4f）T’＊Te’

　　　　　　　　　　1＝（d，　T’Vd，　T’）◇Te

　　　　　　　　　Td、＝〔∬、，∬、，…，　x。〕’

　　　　　　　　　Te＝〔9、，9、，…，〃n〕’

とおく。



一
138－（138） 第26巻　第1・2号

　　　　　　（d1　T’＞dlTt）◇Te

　　　　　＝（（Xl＞∫1）〉〃1）〈…〈（（XnVXn）〉〃η）

　　　　　＝（1＞Y－i）〈…〈（1Vση）

　　　　　＝1

（ll）（・）〔d・∩d・，　T〕e

　　　　　　　　　　　　＼　　　　＝（d1∩d2）T’＊Tθ

　　　’＝（d，T’〈d，　Tt）◇Te

　　　　＝（d、T’◇7E）〈（d，T’◇一π）〔性質1（2）〕

　　　　≦（d17》◇Te）

　　　　＝〔d1，　T〕e　　L

　　　（b）　　〔dlU　d2，　T〕θ

　　　　＝（d，T’Vd，T’）◇Te

　　　　≧（d1T「◇一π）V（diTノ◇了∂　　〔性質1（3）〕

　　　　≧d，T’◇T2

　　　　＝d1T，＊Tθ　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　＝〔di，　T〕e

〔性質10〕

（1）Td、＝Td，⇒〔d、，　T〕Q＝〔d，，　T〕Q

（2）Td、≧Td，⇒〔d，，　T〕e≧〔d、，　T〕e

（3）Td、≧Td、⇒〔d、，　T〕e≦〔d、，　T〕2

（4）　　Td1≧　Td，　⇒　〔d，，　T〕eC≧〔d2，　T〕θc

（証明）

（1＞Q＝Q（e、，e、，…，　eh）

とおく。

　　　〔d、，T〕Q＝〔d、，　T〕Q（e、，θ・，…，　eh）．

　　　　　　　　＝Q（〔d1，　T〕el，〔d，，　T〕e2，…，〔d，，　T〕ek）

　　〔d，，T〕ei＝d，　Tノ＊Tei　（i＝1，2，…，々）

　　　　　　　　＝d，Tノ＊Tθi
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　　　　　　　　＝〔d2，　T〕θi

したがって

　　　〔d，，T〕Q＝＝Q（〔d、，T）e、，〔d，，T］e，，・

　　　　　　　　＝〔ゐ，T］Q（e、，e，，…，θ、）

　　　　　　　　＝〔d，，T）Q

　（2＞　〔d，，T｝e：d1、T’＊Te＝：d，　7》◇－i2　il5

　　　〔d、，T〕e＝’d、　T’＊Te・　d，　T’◇7疹

Td，≧Td2であるから，性質1（16）によって

　　　　　　　　　　d、Tt◇Te≧d2　T’◇Te

　　　　　　　　　〔d、，T〕e≧〔d、，T）e

　（3）　　〔d1，　1【〕e－＝　〔d，，　T〕e＝　1－〔d，，　T｝e

　　　〔d・，T〕2＝〔d、，T〕e＝1－〔d，，T｝e

Td，≧Td，のとき（2）によって

　　　　　　　　　　〔d，，T〕e≧〔d，，T〕e

したがうて

　　　　　　　　　　〔d，，T〕2≦〔d2，　T〕2’

（4＞（2）のeをeCとすればよい。

・・
〔d、，’T〕eh）

（139＞－139一

上記の性質10は，文献間の包含関係と検索結果の関係について述べたもの

であるb－Td、≧Td2であっても

ない。

　〔性質11〕

（1）

（2）

（3）

（4）

〔d、 T〕Q≧〔d2，　T〕Qとなるとはh・3“ら

7「d・≧Td・⇒〔dl∩d，，7’〕Q＝〔d、，τ〕Q

Td・≧7’d・⇒〔d1　Ud，，7「〕Q＝〔4、，　T〕Q

Td，≧Td2⇒〔4f，　T〕e≦〔48，　T〕e

Td，≧Td2，　Td，≧Td4⇒

（・）〔d・∩d、，T〕e≧〔d、∩d、，T〕θ

（b）〔d・　Ud，，T〕e≧〔d、Ud、，T〕e



　　“－140－（140）　　　　　　　第26巻第1・2号

　　　　　（証明〉

　　　　　（1）Q＝Q（el，　e2，…，　eh）とおく。

　　　　　『　〔d、∩d、，T〕Q圭〔d、∩d、，T〕Q（e、，e，，…，e、）

　　　　　　　　　　　　　　　　＝Q（〔d，∩d、，T〕e、，…，〔d、∩d、，　T〕eh）

　　　　　　　　〔d1∩d、，　T〕eiニ（d，∩d，）T’＊Tei（i＝1，2，…，　k）

　　　　　　　　　　　　　　　　＝（Td、〈Td2）’＊Te　i

　　　　　　　Td，，≧Td，のとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Td、〈Td2＝Td2

　　　　であるから

　　　　　　　〔d，∩d2，　T〕ei＝（Td2）’＊Tei

　　　　　　　　　　　　　　　＝d2　T「＊Tei

　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，，T〕ei

　　　　　　　〔d，∩4，，T）Q＝Q（〔d、，　T〕el，〔d、，　T〕θ，，…，〔d・，　T〕eh）

　　．、　　　　　　　　　＝〔d・，T〕Q（el，　e・，…，　eh）

、　　　　　　　　＝〔d，，T〕Q

　　　　　（2），（1）と同様。

　　　　　（3）Td，≧Td，のとき

　　　　　　　　　　　　　Td，≦Td2

　　　　　　　　　　　　　Tdf≦Td8

　　　　性質10（2）によって

　　　　　　　　　　　〔4£T〕e≦〔4ξ，T〕e

　　　　　（4）Td1≧Td2，　Td，≧Td4によって

　　　　　　　　　　　Td，〈Td，≧Td，〈Td，

　　　　　　　　　　　Td、＞Td，≧Td2＞Td、

　　　　したがって

　　　　　　　　　　　T（d1∩d，）≧T（d、∩d、）

　　　　　　　　　　　T（d1Ud，）≧T（d2Ud，）

v　　性質10（2）によろて
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〔d，∩d、，T｝e≧〔d、∩d、，T〕e

〔d，Ud、，T〕e≧〔d，Ud、，T〕e

　この性質11は，文献間の包含関係と文献の合成との関係について述べてい

る。また，つぎの性質12は，文献dと検索関数の概念eとの間の包含関係

と，そのときの検索結果〔d，T］eについて述べている。

　〔性質12〕

　（1）　Td≧Te⇔〔di　T〕e＝1　　　　　　　　　’

　（2）　T（dUeC）＝T（eUeC）⇔〔d，T〕e＝1

　（3）　　T（dC∩　e）　＝　T（e∩　eC）　⇔　〔d，　T〕e：＝　1

　（4）　T（d，Uθf）ニT（d，　U召の⇒〔d，，　T〕el＝・〔d，，　T〕e2

　（証明）

（1）Td≧Teであるから，性質1（15）によって　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　dT’◇Te＝：1

　　　　　　　　　　　〔d，T〕e＝1

逆は，今の証明を逆にたどればよい。

　（2）　　Td＝〔Xl，　x2，…，　Xn〕’

　　　　　Te＝〔91，9、，…，9n〕’

とおく。T（dUeC）＝T（eUeC）であるから

　　　　　　　　　　　TdV　Tθ＝Tθ＞Te

すべてのiに対して

　　　　　　　　　　．XiVあ＝：yi＞9－i＝1

したがって

　　　　　　　　　　　　　jCi≧塑

すなわち

　　　　　　　　　　　　　Td≧Te

　またTd≧Teであれば，今の議論を逆にたどって

　　　　　　　　　　　T（dueC）・＝T（eueC）



、

〆

一
142－（142） 第26巻　第1・2号

すなわち

　　　　T（dUeC）＝T（euθc）⇔Td≧Te

ここで（1）を用いて

　　　　T（dUξc）＝tT（eUeC）⇔〔d，T〕e＝1

　（3）　T（dc∩e）＝T（e∩eC）であるから

　　　　　　　　’Td〈’Te・＝Te〈了互

ベクトルTd，　Teのづ番目の要素をXi，9iとすれば

　　　　　　　簸く齢＝yi〈あ＝0

ところで

　　　　　Xi≧IUi⇔簸〈9i＝0

よって

　　　　　Td≧Tθ⇔T（dC∩e）＝T（e∩eC）

したがって（i）により

　　　　T（dC∩e）＝T（e∩eC）⇔〔d，　T〕e＝1

　（4）　T（d1Uef）＝T（d2UeS）によって

　　　　　　　Td、＞Te　i＝Td2＞Te2

ここで

　　　　　　　　　　　　　し　　　　　Td，＝（Xl，　x2，…，　Xn〕’

　　・　Te・＝〔y・，〃・，…，〃n〕’

　　　　　Td，＝〔X、，，9，，…，　Zn〕’

　　　　　Te、＝〔Ul，　u，，…，　Un〕’

とおけば，すべてのiについて　　　　　　一

　　　　　　　Xi＞擁＝鳥V猛　　　　　　’

となる。

　　　〔d，，T）ei＝d1　T’◇Tei

　　　　　　　＝（XIV〃1）〈（x，V〃、）〈…〈（∬。V〃。）

　　　　　　　＝：（Z、Vrk、）〈（Z、　V翫）〈…〈（Zn＞π。）

　　　　　　　：＝d2　T「◇Te　2
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＝
〔d2，　T〕e2

（143）－143一

上記の性質12（4）の逆はいえない。たとえば

　　　　　　Td，＝〔0，0〕；Td、＝〔0，0〕1

　　　　　　Te、＝〔1，0〕；Te2＝〔0，1〕’

とすれば，

　　　　　〔d，，T〕el＝〔d，，　T〕e2＝0

であるが

　　　　　　T（d，∪θf）キT（d、・Ue8）

である。

　〔性質13〕

　（1）　〔dUel，　T〕（（dUe2）∩（e1Ueli））＝1

　（2）　　〔dU　e1，　T〕（（d∩　e2）　U　（el　∩　θ3））　＝　1

　（証明）

　（1）　T（dUel）＝Td＞Tei

　　　　T（（dUe2）∩（elUθ2C））

　　＝（Td＞Te2）八（Tei　V　Te2）

　　＝（Td〈（Tei＞π2））〉（Te2〈（Tei　V　Te2））

　　＝（Td〈（Tei＞Te、））V（Te，〈Te・）

ところで

　　　　　　　　　Td≧Td〈（Tθi＞Tθ2）

　　　　　　　　　Tei≧Tθ2〈Tei

したがって

　　　　　　Td＞Tei≧（Td〈（Tel＞Te2））V（Te2〈Te　i）

　　　　　　　T（dUel）≧T（（dUe2）∩（elU誘））

性質12（1）によって

　　　　　　〔dUel，　T〕（（dUe2）∩（elU誘））・＝1

嚢



一
144－（144＞ 第26巻　第い2号

　（2＞T（14∩¢2＞U（ek∩e3））＝（Td〈TのV（Te・〈Te3＞

　　　　　　　　　　　　　　　　≦TdV　Tei
　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　＝：T（4uel）

性質12（1＞によって

　　　　　　　〔dUel，　T｝（（d∩e2＞U（e1∩e3））＝1

　上轟の性質13の中のdU　eiは，文献4に村して検索操作を躯えるカわりに！

文献をdUeiとして，操作を加えることを意味するものであり，棟牽の条件

を緩和して　検索することに相当する。いいかえれ1ま、一種の偏俺を与えて

換索することになる。

　〔性質14）

ω

（2）

〈3）㈲

　　（b）

（4）（a）

　　（b）

⑤（a）

　　（b）

㈲　（a）

　　（b）

（7）（a）

　　（b）

（8）（a）

　　（b）

（証明）

（1）

〔d，T〕e＝〔ef　T〕dC

〔d，T｝e＝〔duε『T），（dC∩θ）

〔d，T〕e＝〔d，　T〕（dUの

〔d，T〕θニ〔4c∩ef　T｝dC

〔d，T〕e＝〔d，　T｝（dC∩の

〔d，T〕eニ〔dUegT］dC

〔dT〕θ＝〔4∩e，T〕¢　　　一

〔d，T〕e＝〔β9T〕（4Cu〆）

〔d，7「〕θ＝〔dUef7〕e

〔d，T〕θ＝〔θ9　T〕（dC∩の

〔4T〕β＝〔d∩θ，　T〕（4e∩の

〔47〕e＝〔dUefτ〕（dCueC）

〔d，T〕θ．：＝〔4uθジ7「〕（du¢）

〔d，T〕θ＝〔dC∩eg　T〕（d∩e）

〔¢7「｝6＝dT’寧丁¢

　　　　；dT’◇丁召
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　　　　　　；（Te　）’◇（dT’　）’　　〔性質1（1＞〕

　　　　　　＝eT’◇Td

　　　　　　＝¢CT’毒”Td・c

　　　　　　　　　　y　　　　　　＝〔¢fT｝dC　　　　，

（2＞〔dUeg　T〕（dC∩e）＝＝14UeC）T＊T（dc∩e＞

　　　　　　　　　　　　＝’（dUβc＞T’◇T（dC∩e）c

　　　　　　　　　　　　＝14T’＞eT＞◇（Td〈Te）

　　　　　　　　　　　　＝（dTX＞eT）◇（Td＞Te＞

　　　　　　　　　　　　＝dT’◇Te　　〔性質1（8））

　　　　　　　　　　　　＝・［d，鴛θ

（3＞　（a）　　〔d，　T｝（diU　θ）　　；　d7〔z＊T（4U　e＞

　　　　　　　　　　　　＝dT’◇T（－d　ve＞c

　　　　　　　　　　　　＝dT’◇（Td．＞Te）

　　　　　　　　　　　　＝4T’◇（T4〈Te）

　　　　　　　　　　　　＝47v◇Tθ　〔性質1《6D

　　　　　　　　　　　　；〔d，T）．　e

　　（b）（1）およひ（a）によっ：（

　　　　　　　　　〔dT〕e＝〔d，7〕（dΨe）

　　　　　　　　　　　　　＝・〔4c∩e　T〕dC

（4）　（a）　　〔d，　T〕（d¢　∩　e）　；　dTt◇T（dC　∩　e）c

　　　　　　　　　　　　　＝dT◇（Td〈Te）

　　　　　　　　　　　　　＝dT◇（TdVTe）

　　　’　　　　　　　　＝（dT’V¢7’）◇τ4　〔性質1（1）〕

　　　　　　　　　　　　　＝dT◇Te　〔性質1（5）〕

　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕e

　　（b）（1）およひ（a）による。

（5）　（a）　　　　〔4∩　6響　7「〕e　　pu　（d∩　e）T’＜＞TeC

　　　　　　　　　　　　　＝（dT’〈eT’）《〉「π　　　　　　、

（145）－145．一



一
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　　　　　　　　　　　　　　　＝dT’◇了壱　〔性質1（6）〕　・

　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕e　　　　　、

　　　　（b）（1）および「（a）による。

L　（6）　（a）　〔dUegT〕e＝（dUeC）T’◇TeC

　　　　　　　　　　　　　＝（dTt　V　eT’）◇Te

　　　　　　　　　　　　　＝dT’◇（TeVTe）〔性質1（4）〕

　　　　　　　　　　　　　＝dT’◇Te

　　　　　　　　　　　　　＝〔d，T〕e

　　　　（b）（1）およびてa）による。

　　（7＞（・）〔d∩e，T〕（dC∩e）ニ（d∩e）T’◇T（dc∩・）c

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝（dT’〈eT’）◇（Td〈Te）

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝（dT’〈eTt）◇（Td＞Te）

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝dT’◇－7　CEI〔性質1（9）〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝〔d，。T〕e　　　・

　　　　（b）（1）および1（a）による。

　　（8）　（a）　〔dUefT〕（dUe）

　　　　　＝（dUeC）Tt◇T（dUe）C

　　　　　＝（dT’〉互ア’）◇（Td＞Te）

　　　　　＝（dTt＞互ア’）◇（Td〈Te）

　　　　　；（eT’＞dT’）◇（Te〈Td）

　　　　　＝冴「，◇Td　　〔’1生質1（9）〕

　　　　　＝dT’◇了乙　〔性質1（1）〕

　　　　　＝〔d，T〕e

　　　　（b）（1）および（a）による。

　性質14（1）は，文献dが概念eを含むこととθcがdCを含むこととは等価で

あることを示している。（3Xa）は，文献dに対して概念eで検索することと，

．’ dU6で検索することが等価であることをいっている。また（5）（a）は，文献d
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に対して概念eで検索することと，文献の概念dをeで限定しだd∩eに対

してeで検索することとが等しいことを示す。　　　　　　　　’・

　性質14は，文献dと概念eとの関連〔d，T〕eを，　dとeに関して変形する

ものであるが，第3の概念elを用いれば，〔d，　T〕eはさらにつぎの性質15の

ように変形できる。これらの性質は1・複雑な関係式の簡単化や等価性の議論

において有用である。

　〔性質15〕

（1）（a）

　　（b）

（2）（a）

　　（b）

（3）（a）

　　（b）

（4）（a）

　　（b）

（5）（a）

　　（b）

（証明）

（1）（a）

〔d，T〕e＝〔d，　T｝（（d∩el）ue）

〔d，T〕e＝〔（dCUef）∩egT〕　dc

〔d，T〕e＝〔dUegT〕（（d∩el）ue）

〔d，T〕e＝〔（dCUεξ）∩eg　T〕（dC∩e）

〔d，T〕e＝〔d∩（eUef），T〕e

〔d，T〕e＝〔eg　T〕（dCu（eC∩el））

〔d，T〕e＝〔d∩（eU2f），　T〕（dC∩e）

〔d，T〕e＝〔dUegT｝（dCU（eC∩el））

〔d，T〕e＝〔d∩（eUef），T〕（（d∩ef）ue）

〔d，T〕e＝〔（dCUel）∩efT〕（dCU（θC∩θ1））

　　　　〔d，T）（（d∩el）ue）

　　　＝〔d，T〕（d∩e、）〈〔d，：T〕e

　　　　：1〈〔d，T〕e　　〔性質12（1）〕

　　　＝〔d，T〕e

　　（b）性質14（1）および（a）による。

（2）（a）　〔dUegT〕（（d∩el）Ue）

〔性質8（2）〕

　＝〔dUefT〕（d∩e、）〈〔dUefT〕e　〔性質8（2）〕

　＝1〈〔dUegT〕e　〔性質12（1）〕

　＝〔d，T〕e　〔性質14（6）〕

（b）性質14（1）および「（a）による。
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（3＞　（a＞　　〔d　∩　（　θU　e｛「），　7「｝¢

　　　St〔egT｝（d∩（θUe望）〉¢　　〔盤三質14（1＞〕

　　　＝〔θfT｝（dCu〈euef）つ

　　　＝：〔e∫T｝（deu（2e∩e1））

　　　＝〔eg　T｝de〈〔eg　T｝（e9∩el）　（性質8〈2D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　＝〔eg　T｝dC〈1　〔性質12ω）

　　　＝〔d，T〕e

　　（b）性質14（1）および（a）による。　　　　　　　　　　　　　　　．

（4》（a＞〔d∩（eUef）コ’｝（dC∩e）

　　　＝〔（dC∩e》9T｝（d∩（eUef））e　〔性質14（1D

　　　＝〔duegT｝（deu（eue望）つ’

　　　＝〔duegT｝（dCu（eC∩e1））

　　　　：〔dUegT｝dC〈〔dUefT〕（ee∩e！）　〔性質8（2））

　　　＝〔4UefT｝4‘〈1　〔性質12（1））

　　　＝〔d，T〕（dC∩e）　　〔性質14（1｝）　　　　　　　　　　1

　　　＝〔d，　T）e　　　　’　　　　〔性質14（4）〕

　　（b）性質14（1）および（a）による。

（5＞　〈a）　　〔d　∩　（eU　ef），　T〕（（d　∩　ef）．U　e＞

　　　＝〔d∩（eUef），T〕（d∩ef）〈〔d∩（eUeO，T〕e　〔性質8（2）〕

　　　二〔（d∩e）u（d∩ef），　T〕（d∩ef）〈〔d∩（euef），　T｝e

　　　＝＝1〈〔d∩（θUef），　T〕e　〔性質12（1）〕

　　　＝（d∩（eu¢f））T’◇TeC

　　　ニ（dTt〈（eT’Vei　T’））◇Te

　　　：＝（dTt◇’liTl；）／＼（（θT’＞　el　7》）＜＞1【e）　　〔’1生質1（2）〕

　　　＝（dT’◇Te）〈（（互τア’VeT’）◇n）

　　　：：：　（dTt　〈〉一「T『≡｝）　　〈　　1　　　　〔｛生質　1　（14）〕

　　　・・〔d，T｝e

　　（b）　性質14（1）および「（a）による。
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〔性質16〕

（1）（a）

　　（b）

（2）（a）

　　（b＞

（3）（a）

　　（b）

（証明〉

（1）（a）

（2）

（3）

〔dUel，7’｝（θ1Uθ2）＝〔4Ue1ジ7りθ2

〔4Ue、，7り（dUe、）＝〔dUe1，T〕召、

〔d　U　e・．，T｝（ef∩θ・）’＝〔dUe・，T｝e・

〔4Uθ1，T｝げ∩θ・）＝〔dU　q1，T〕e・

〔dUe・，T｝e2＝〔d，η（ef∩θ・〉

〔duel，　T｝¢2＝＝〔ei，　T〕（dC∩e2）

　　〔duel，T〕（e・u．　e2）

　ma〔dUel，　T｝ei〈〔dUel，　T〕e2

　＝1〈〔dUel，　T｝e2　〔性Pt12（1＞〕

　＝〔duel，T〕e2

（b＞㈲においてdとe、を入れかえればよい。

（a）〔dUet，　T〕（ef∩2、）

　x（dUe1）Tt◇T（ef∩82）c

　二（dTt＞¢1　Tt）◇（T6i〈Te2）

　＝（dTt＞el　Tt）◇（Tei＞Te2）

　：＝　（dT’〉　¢lT’V　θlTノ）◇Tθ2　　〔’lt生質1（4）〕

　＝（dTt＞el　．Tt）◇Te2

　”一・〔dUe1，T〕e、

（b）（a）においてdとetを入れかえればよい。

（a）　〔dUel，T〕　e2

　＝（duθ1）Tt◇7’θ8

　＝（dT’＞el　T’）◇了壱2　　・

　＝e，T’◇（Td＞Te，）・〔性質1（1）〕

　＝dT’◇（Te2〉ク「e1）　〔性質1㈲〕

＝dTt◇（Te　2パTe　1）

＝dT’◇T（ef∩e2）δ

（149＞－149一



一
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　＝〔d，T〕（ef∩e，）

（b）（a）においてdとe、を入れか2，ればよい。

　上の性質16は，文献4を，dUelと条件をゆるめて検索する場合の関係

を示すものである。たとえば，（1）＜a）は，文献をdUe、として検索するとき

は，e、Ue2で検索しても，e2で検索しても全く同じであることを示してい

る。この性質16は，複雑な関係式の簡単化においても役に立つが，〔dUel，

T〕e2の変形の公式としても有用であろう。

　〔性質17〕

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

〔d，T〕e、≦〔d∩el，　T〕（e、∩e，）

〔d，T〕el≦〔d∩e2，　T〕（el∩e2）

〔d，T〕θ、≦〔dUθ，，T〕（θ1∪θ，）

〔d，T〕e、≧〔d∩e、，T〕（elUe、）

〔d，T〕，e・≦〔dUe・，T〕（e1∩e・）

〔d，T〕（el∩e2）≧〔dUefT〕el

　（証明）

（1）〔d∩el，　T〕（e、∩e，）≧〔d∩e、，　T〕elV〔d∩e、，　T〕e，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔性質8（1）〕

性質14（5）によって

　　　　　　　　　　〔d∩el，　T〕el＝〔d，　T〕el

また

　　　　　　　〔d，T〕e、　V〔d∩el，　T〕e、≧〔d，　T〕e、

であるから

　　　　　　　　〔d∩el，　T〕（e1∩e2）≧〔d，　T〕el

（2）〔d∩e，，T〕（θ1∩θ、）

　　＝〔（el∩θ2）gT〕（d　∩e2）c　〔性質14（1）〕

　　＝〔efUθ2，T〕（dCue8）　　1

　　＝’｛e望U誘，T〕dC〈〔efUeS，　T〕誘　〔性質8（2）〕
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　　＝〔ef　Uθ妄，　T〕dC〈1　〔性質12（1）〕

　　≧〔ef，　T〕dC　〔性質10（2）〕

　　＝〔d，T〕e1　〔性質14（1）〕

　（3）　〔dUe2，T〕（elUe2）

　　＝〔dUe2，T〕e、〈〔dUe2，T〕e2　〔性質8（2）〕

　　＝〔dUe2，T〕el〈1　　　　　　　〔性質12（1）〕

　　＝〔ef，　T〕（dC∩eS）　　　　　　　〔性質14（1）〕

　　≧〔ef，　T〕dC　V〔ef，　T〕eS　　　　　　　〔’1生質8（1）〕

　　＝〔d，T〕θ1＞〔e2，　T〕el　　　　　〔性質14（1）〕

　　≧〔d，T〕el

　（4）　Td≧T（d∩e2）によって

　　　　　〔dl　T〕e、≧〔d∩e2，　T〕el　〔性質10（2）〕

Tei≦T（e1　U　e3）によって

（151）－151一

　　〔d∩θ2，T〕el≧〔d∩θ2，　T〕（elUe3）　〔性質4（2）〕

　　　　　∴〔d，T〕el≧〔d∩e2，　T〕（elUe3）

（5）　　〔d　U　e2，　T〕（θ1　∩　e3）

　≧〔dUe2，T〕elV〔dUe2，T〕e3　〔性質8（1）〕

　＝〔ef，　T〕（dC∩誘）〉〔θε，　T〕（dC∩誘）　〔性質14（1）〕

　≧〔ef，　T〕dC＞〔ef，　T〕誘V〔e9，　T〕dC＞〔e9，　T〕e9　〔性質8（1）〕

　≧〔ef，　T〕dC　　　　　　－

　＝＝〔d，　T〕ei　　〔’性質14（1）〕

（6）　　〔d，　T〕（el∩　e2）’＝　dTt◇T（θ1∩・e2）c

　　　　　　　　　　　＝dT’◇T（efue9）

　　　　　　　　　　　＝dT’◇（Tθi＞Tθ2）

　　　〔dUef，　T〕el＝（dUegi）T◇Te望

　　　　　　　　　　　＝（dT’＞ei　T’）◇Tei

　　　　　　　　　　　＝（’15’1’iti7t＞dT’）◇Tθi

　　　　　　　　　　　＝i；lt7’◇Td　　〔性質1（5）〕



一
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　　　　　　離dTノ◇T81

dTt◇（TeiVT22）≧dT’◇ア乙　　〔性質1⑯）

　〔d，T〕（el∩e2）≧〔dUef，　T〕el

性質17は，文献レと概念elとの関連〔d，　T〕elと，dまたはelの条件を変

化させたときの検索結果との関係を示すものである。たとえば②は，dおよ

びe、をe，で限定したときの検索結果が〔d，T〕eiより小さくなることはな

いとをいっている。

　〔性質18〕

（1）（a）

　　（b）

（2）（a）

　　（b）

（証明）

（1）（a）

〔d、∩d，，T〕e＝〔d、，　T〕e〈〔d，，　T〕e

〔d，∩d、∩d、，T〕e＝〔d，，T｝・〈〔4・，T〕e〈〔4・・T〕e

〔d、ud，，T〕e≧〔d1，T〕e＞〔d・，T〕e

〔d1　Ud、Ud、，T〕・≧〔41，T）e＞〔d・，T〕eV〔4・，T〕e

　　　　〔d，∩d，，T〕¢

　　　・＝〔e97〕（d，∩d2）6　〔性質14（1）〕

　　　二〔egT〕（dfU4ξ〉

　　　＝〔e97「〕df〈〔ef　T〕認　〔性質8（2）〕

　　　＝〔d，，T〕召く〔4・，T〕θ

　　（b）〔41∩4・∩d，，T〕e

　　　コ〔（d1∩d2）∩d3，　T〕e

　　　ゴ〔ゴ、∩d、，T〕e〈〔♂ぎ，ク㍉〕e　－〔（包）〕

　　　＝〔d1，T〕e〈〔d，，T〕θ〈〔d・，T〕e

（2）（a）　〔d，Ud2，T〕e

　　　：：、〔θf　T〕（di　U　d2）c　　（ji生質14（1）〕

　　　＝〔egT〕（4ξ∩48）

　　　≧〔e野丁〕どξ〉〔69コ「〕4ξ　〔性質8（1）〕

　　　コ〔泌，T〕e＞〔漉，「T）9　　．

嶋
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（b＞〔d、ud，ud3，T｝e

　＝〔（d，Ud、＞Ud、，T｝θ

　≧〔d、Ud，，T｝eV〔d、，T｝e〔（a＞｝

　≧〔d，，T〕eV〔a，，T）eV〔4、，T｝e

　性質18（1＞（a）は，文献d，とd，を合成したものであるd，∩φに概念θ揮含

まれることと，d，にeが含まれ，かつd2、にeが含まれるごととは等しいこ

とを示している。②（a＞は，文St　d、かd2に概念eが含まれていれば，必ず，

dlUd2にeが含まれていることをいっている。しかし，逆にd、Ud2にe

が含まれていても，読またばd2にeが含まれるとはかぎらない。これらの

関係は性質8と対応している。

　〔性質ヱ9）

（1＞（d・，T｝e〈〔d・，T〕d，＝〔d、，T｝e八〔d，，T］d，八〔d，，T｝e

②〔d・，T〕e〈〔e，　T｝d・〈〔d・，　T｝dl　＝〔e，　T｝di八〔d，，　T｝e〈〔d、，　T］dz

　（3）　　〔d1，　T〕e〈　Cd2，　T｝d1〈　〔d3，　T｝　d，

　　　　二＝　　〔d，　　∩　　d，　　∩　　d，，　　T｝e　〈　　〔d2　　∩　　d3，　　T〕d，　A　　〔d3，　　T｝d2

　（証明）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（1）〔d、，T〕θ〈〔d、，T〕d、

　　＝（d1　Tt◇TeC）＜＜d，　T’◇Tdf）　　’

　　＝（dl　T’◇Te）〈（d，　T’◇Td，）　　　　　　　　　．　　　　　A

　　＝（eT’◇Td，）〈（d、　T’◇Td2）　〔性質1（1＞）

　　＝（eT’◇Td，　）〈（d，　T’◇Td，）〈（d，T「◇了疹）〔性質1㈲）

　　＝（d、Tt◇Te）〈．（d、　T’◇Td、）〈（d，　Tt◇Te）

　　＝〔d、，T］e〈〔4、，7「〕4、〈〔d，，T）e

（2）〔4、，T｝e〈〔e，T｝4、〈〔4、，7「｝41

　　＝（dl　T’◇Te）〈（eT’◇Td・）〈（d・T’◇Td，）

　　＝（ds　T「◇Te＞〈（eT「◇Td，）〈（dz　T’◇Td，）　〔性質1（l　l＞〕

　　二（eT’◇π）〈（d，T’◇了互）〈（4互丁’◇了あ）　〔性質1（1）〕
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＝
〔e，T〕d、〈〔d，，T〕e〈〔d，，T〕d・

（3）　　〔d1，　T〕θ〈〔d2，　T〕d，／＼〔d，，　T〕d2

　＝（di　T’◇Te）〈（d、T’◇π）〈（d・T’◇Td・）

＝（（π◇Td1）〈（π’◇Td、））〈（d・T’◇Td・）〔性質1（1）〕

＝
（eT’◇Td，）〈（π’◇Td，）〈（d・T’◇「π）〈（d・T’◇Td・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔性質1⑩〕

ニ（π◇Td、）〈（π’◇Td、）〈（（π◇Td・）〈（d・T’◇Td・））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔性質1（1）〕

＝
（r◇Td、）〈（斑ア◇Td，）〈（π◇Td・）〈（d・T’◇Td・）

　　　　　　　　　　　　　　　〈（d，　T’◇一π）　〔性質1（10）〕

＝（（π’◇Td、）〈（拓ア◇Td，））〈（乙ア◇Td，）〈（π◇Td・）

　　　　　　　　　　　　　　　〈（d，T’◇Te）

＝
（π司’◇Td，）〈（厩ア◇Td、）〈（d・T’◇－7rd・）〈（eT’◇Td，）

　　　　　　　　〈（『◇Td，）〈（d，　T’◇了彦）　　』〔性質1（10）〕

＝
（d、T・◇「π）〈（d、　T’◇「π）〈（d・T’◇「π）〈（d・T’◇Td・）

　　　　　　　　〈（d、T’〈π）〈（d，T’◇「7rd・）　〔’性質1（1）〕，

＝
〔d、，T〕。〈〔d，，T〕・〈〔d，，T〕e〈〔d・，T〕d，〈〔d・，T〕d・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈〔d、，T〕d、

＝
〔d、∩d，∩d、，T〕・〈〔d、∩d・，T〕d，〈〔d・，T〕d・〔性質1＆1）〕

1 　上の性質19（1）は，文献d2と擬念eの包含関係を示す〔d2，　T〕eが，文献dl’

と概念eとの関係を示す〔d、，T〕eと文献d，とd，の包含関係に依存するこ

とを示している。（2）は，推移的関係式に関して概念の対における概念の順序

の交換が可能なこと，’たとえば〔dl，　T〕eを〔e，　T〕d，とすることの可能性を

示すものである。

　〔性質20〕

（1）〔ゴ1，T〕e〈〔d，，T〕d、≦〔d、，T〕θ

　（2）　　〔d，，　T〕el〈〔d，，　T〕e2≦〔dl　U　d，，　T〕（el　U　e2）　　　　　　　　　　　　！．
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（3）〔d，，T〕el〈〔d、，　T〕e、≦〔d，∩d、，　T〕（e・∩e・）

（証明）

（1）〔d、，T〕e〈〔d、，T〕d，

　＝〔dl，　T〕e〈〔d，，　T〕d，〈〔d，，　T〕θ　〔性質19（1）〕

　≦〔d，，T〕θ

（2）　〔d，Ud2，7’〕（elUe2）

　＝〔dlUd，，T〕e1〈〔d、Ud，；T〕e2　〔性質8（2）〕

　≧（〔d，，T〕e1＞〔d、，T〕のく（〔d，，T〕e・V〔d・，T〕e・）

　≧〔d，，T〕ei〈〔d、，　T〕e、

（3＞　　〔d，　∩　d，，　1【〕（el　∩　θ2）

　＝〔d，，T〕（el∩e2）〈〔d・？、　T〕（el∩e2）　〔性質18（1）〕

　≧（〔d、，T〕e、〉〔d、　T〕e2）〈（〔d，，　T〕el＞〔d2，　T〕　e2）

　≧〔d、，T〕el〈〔d、，　T〕e，

〔性質21〕

（1）

（2）

（3）

（4）

〔性質18（2）〕

〔性質8（1）〕

Td＝Te⇔〔d，　T〕e〈〔e，　T〕d＝1

〔d，，T〕ξ〈〔d・，　T〕d・＝1⇒’〔d・・T〕e＝1

T（d，Ud2Ue）＝T（ξUeC）⇒〔d・Ud・，T〕e＝〔d，，T〕48’

Tei≧Te2⇒〔dUel，　T〕（dUe2）＝・1

　（証明）

　（1）　性質12（1）により

　　　Td≧Te⇔〔d，　T〕e＝1

　　　Tθ≧Td⇔〔θ，　T〕d＝1

ゆえに　　　　　　・

　　Td＝Te⇔〔d，　T〕e〈〔e，　T｝d＝1

　（2）　性質20（1）により

　　　　　　　　〔d，，Tレ〈〔d・，T〕d，≦〔d・，T〕e

また

　　　　　　　　　　　　　　〔d，，T〕e≦1

，
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y

であるから

　　　〔議，T｝齢臨丁繍＝D〔al・、　T｝¢＝1

　（3＞　膨玉u雄，T｝e

　　＝《議u戯＞T’，◇Te¢

　　ny　　《411　TR　＞　　d2　TR〕f＜＞　Te

　　：＝二（d，Tt＞πア）◇Td2　　〔性質1（5））

　　＝（（鵡丁’〉あ〈（d，T’＞d，T’＞eT’））◇丁碗

　　in（d，　T’〉（d，　T’〈d2T’）〉（d、　T’〈eT’〉＞（eT’〈幽丁’＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞（eT「〈Xdz　T’））◇Td・

　　ニ（4玉T’〉（π〈dzT’））◇Tあ

　　：d，T’◇Td2　〔性質1㈱〕

　　＝〔d，，T〕4ξ

　（4）　Tei≧Te2によって

　　　　　　　　　　　T（dUel）≧T（dUe2）

性質12（1）により

　　　　　　　　　〔dUel，T）（dUe・）：1

　性質21（1）は，文献dと検索関数としての概念eとが等しければ，dにeが

含まれ，かつeにdが含まれることをいっている。（2）は，概念eが文献4、

に含まれ，かつ文Wt　d、が文献dzに含まれていればeがd2に含まれるとい

う推移的関係を示している。

5．まとめ

　概念および複合概念間の包含関係を考慮する文献検索の含意モデルについ

て考察をおこない，若干の性質を得た。しかし，モデル〔d，T〕eの変形規則，

検索関数における単位要素の導入，文献の論理演算による合成等に関して

は，まだ多くの議論すべき余地が残されている。文献を概念算で合成する場
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合の警雛鄭解得ら纏力倶榊勺手順嘱す礁卿こついて唄琴
とんど灘レてい熱・ので・轡この郎ついても考察する必要がある・

舗モデ瞬軸論群〔の堺欄縣レておレLその立髄碑デル
を検討することもできる。また，含意モデルの性質は，一定の規則で変換可

能と予想されるので，この変換幌則について議論することも興味澤い。
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